
２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会について

 

  整備主体 建設状況 施設 

新設 （１０） 
夢の島ユース・プラザ、オリンピック・
アクアティクスセンター、有明アリー
ナ、若洲オリンピックマリーナ等 東京都  

既存増改修 （１） 有明テニスの森 

大会組織委員会 
仮設 
（１１） 

有明体操競技場、有明ベロドローム、
海の森クロスカントリー等の競技会
場、運営関係施設等 

国 新設 （１） オリンピックスタジアム 

民間 既存増改修 （１） 日本武道館 

競技会場 
（３７） 

〔大会組織委員
会が施設借用〕 

既存 （１３） 東京体育館、国立代々木競技場等 

IBC/MPC 東京都 既存増改修 
IBC（国際放送センター）/MPC（メイン
プレスセンター）  

選手村 
民間活用 
（東京都） 

新設  宿泊施設等 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   
 
   
   
 
 
 
 
 

 
  
  
 
 

 
 

 ２ 推進体制 

大会の運営主体：大会運営の計画･準備、ＩＯＣ連絡調整、 
                        仮設施設整備、マーケティング等  
 ○ 設  立  日 平成２６年１月２４日 
 ○ 基本財産  出えん金 設立時３億円 
                （東京都１．５億円 JOC１．５億円） 
 ○ 会   長  森 喜朗 

（１） 会  期 
   オリンピック   平成３２（２０２０）年７月２４日(金) ～ ８月９日(日) 
   パラリンピック   平成３２（２０２０）年８月２５日(火) ～ ９月６日(日) 
（２） 実施競技 
   オリンピック   ２８競技  ３７会場 
       パラリンピック ２２競技（１競技追加予定）  ２０会場 
（３） 会  場   
  ☆ オリンピック：８５％の競技会場を選手村を中心として半径８ｋｍ圏内に配置 
  ☆ パラリンピック：９５％の競技会場を選手村を中心として半径８ｋｍ圏内に配置 

 
 
 ○ 大会開催準備の基礎となる計画 
 ○ ＩＯＣ・ＩＰＣ（国際パラリンピック委員会）や国際競技連盟と協議を行いながら、 
   大会組織委員会と東京都が連携し策定 
 ○ 大会開催の目的、分野別計画（競技会場・輸送・セキュリティなど）等を記載 
 ○ 平成２７年２月までにIOC・ＩＰＣに提出 
 

 ３ 大会開催基本計画 

（１）一般財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

開催都市：大会組織委員会を全面的にサポート、都市機能の向上 
○ 競技会場（都立）整備、輸送インフラ等都市機能の向上及び安全対策等 
○ 教育プログラム、文化プログラム等の推進 

〔体制図〕 

（２）東京都 

顧問会議

理 事 会

理 事

事務局
事務総長
副事務総長

副会長、専務理事、常務理事

会 長

名 誉 会 長
調整会議

※特に重要な事項について調整を図る
・大会組織委員会会長
・日本オリンピック委員会会長
・日本パラリンピック委員会委員長
・東京都知事

・文部科学大臣 兼
東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ担当大臣

監 事

評 議 員 会

 １ 大会概要（案） 
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